
第 79 回 国民スポーツ大会新潟県予選会【少年の部】 

 

期日     令和 7 年 6 月 8 日(日) 7:45 開場  9:00 開始式 

会場     長岡市市民体育館（長岡市学校町 1-2-1  tel 0258-34-2700） 

主催     (一社)新潟県卓球連盟 

後援     新潟県高等学校体育連盟 

主管     新潟県卓球連盟長岡支部 

種目     少年男子  少年女子 

競技方法   トーナメント方式 

参加資格   ㋐日本国籍を有する者であることとするが、監督及び選手のうち次の者については日本国籍

を有しない者であっても参加することができる。 

⑴出入国管理及び難民認定法に定める在留資格のうち永住者。 

⑵学校教育法第１条に規定する学校に在籍する学生及び生徒。ただし出入国管理及び難民

認定法に定める在留資格のうち、就学生(主に高校生)及び家族滞在(中学３年生)につい

ては、大会実施要項が定める参加申込締切時に１年以上在籍していること。また、留学

生(主に大学生)については、参加できない。 

⑶参加しようとする当該年以前に前号⑵の規定に該当していた者。 

⑷外国人留学生の参加は、１校 1 種目に付き１名以内とする。 

⑸中学３年生は参加できる。ただし、令和７年度に日本卓球協会へ登録した者のみとする。 

⑹中学生は学校またはジュニアクラブの所属で参加することができるが、申し込み時の所

属とゼッケンの所属が同じであること。 

㋑各競技の選手及び監督は、所属都道府県の当該競技団体会長と体育協会会長が代表として認

め、選抜した者であること。 

㋒第７８回大会または特別大会(都道府県大会及びブロック大会を含む)において選手及び監

督の資格で参加した者は、次の場合を除き第７８回大会又は特別大会と異なる都道府県から

参加することはできない。 

⑴2024 年度に学校教育法第１条に規定する学校を卒業した者。 

⑵結婚及び離婚に係る者。 

⑶一家転住に係る者。:[一家転住等]に伴う特例措置の考え方による 

⑷JOC ｴﾘｰﾄｱｶﾃﾞﾐｰに在籍する者。(「JOC ｴﾘｰﾄｱｶﾃﾞﾐｰに係る選手の参加資格の特例｣) 

㋓選手及び監督の兼任は、同一種目内に限る。 

㋔前記のほか、選手については次のとおりとする。 

⑴参加選手は冬季大会及び本大会にそれぞれ 1 競技に限り参加できる。 

⑵回数を同じくする大会において、異なる都道府県から参加することはできない。 

⑶健康診断を受け、健康であることが証明された者であること。 

⑷ドーピング・コントロール検査対象に選定された場合は、検査を受けねばならない。 



所属都道府県 当該競技団体が限定する場合を除き、次のいずれかが属する都道府県から選択する。 

㋐居住地を示す現住所。（「現住所」とは住民登録がなされ、日常生活をしている所） 

㋑学校教育法第 1 条に規定する学校の所在地。 

㋒勤務地。 

㋓｢JOC ｴﾘｰﾄｱｶﾃﾞﾐｰに係る選手の参加資格の特例｣に定める小学校の所在地。 

※上記に属する都道府県のうち「居住地を示す現住所」「勤務地」「学校教育法第１条に規定す

る学校の所在地」のいずれかから参加する場合は、令和７年 4 月 30 日以前から本大会終了

時まで、引き続き当該地にそれぞれ居住、勤務又は通学していなければならない。ただし、

次の者はこの限りではない。 

⑴「一家転住」した場合。 

⑵「JOC ｴﾘｰﾄｱｶﾃﾞﾐｰに係る選手の参加資格の特例借置｣の適用を受ける場合。 

⑶「東日本大震災に係る選手及び監督の国民スポーツ大会参加資格の特例借置」の適用を

受ける場合。 

年齢基準   2007 年 4 月 2 日から 2011 年 4 月 1 日までの間に生まれた者とする。（中学３年生を含む） 

競技ルール  現行日本卓球ルール（ただし、アドバイザーについては採用しない） 

使用球    ニッタク スリースタープレミアムクリーン 

申し込み   所属の申込責任者がエクセルファイル「【2025 国スポ少年】申込様式」を添付したメールで

下記のアドレスへ申し込むこと。締め切りを 5月16日(金)18:00 とする。 

niigata.hsttentry@gmail.com 

後日、申し込みのあったメールアドレスへ確認のためのメールを返信する。 

問い合わせ  問い合わせについても上記の申し込みのアドレスにメールですること。 

参加費    1 人 1000 円（各所属でとりまとめ、予選会当日の受付時に納めること） 

本大会    9 月 28 日(日)～10 月 2 日(木) 滋賀県 野洲市総合体育館 

ゼッケン   ２０２５年のゼッケンを着用すること。 

       中学生は申し込みの所属と同一のゼッケンを着用すること。 

その他    予選会の上位者を 2 次選考会へ推薦する。 

 


